
支援計画

日時

実施後の記録

本人の様子 再構造化・再計画の指針

※書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』（104～105頁）を参考に記入してください。　検索"自閉症　フレームワーク”

※1　優先性の項目の（　）内には、優先性の高いものを５段階で記す。　（低←１・２・３・４・５→高）
※2　要因の項目の（　）内には、ハードルの高さを５段階で記す。　　　（低←１・２・３・４・５→高）

※支援の具体的な計画は自立課題シートで整理する方法もあります

活用できる他の資源 活用できる本人のスキル 活用できる本人の気づき

↑　上の項目は、課題となっている行動の要因　　　　↓　下の項目は、ストレングスや社会資源などのプランを具体化する情報

課題になっている行動（気になる行動）

優先性：本人ニーズ（　）　安全・安心・肯定感（　）　日常生活・年齢（　）　将来性（　）　※1

環境・状況の要因（　）※2 本人の特性（　）※2 本人の経験や気づきの影響（　）※2
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氏名：
 日付： 　　  /　　   / 　　  （ 　 ）

 記録者：

行動目標：


